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1――洋画でよく見る光景 

 

先日誕生日を迎え、また一つ歳をとった。永遠に若くいられないこと自体は残念ではあるが、誕生

日という特別な日は何歳になってもうれしいモノである。筆者自身、海外留学経験や、北米への強い

憧れから海外かぶれなこともあり、誕生日というと、アメリカの子どもたちの盛大な誕生日文化を想

起する。読者の中にも、海外ドラマや洋画で、子どもたちの誕生日をゲームセンターやレストランを

貸し切ったり、ピエロやエンターテイナーを呼んで盛り上げたりといったシーンを見たことがある人

がいるのではないだろうか。あれは決して画面の中の誇張された出来事ではなく、実際に特に北米に

おいて、子どもの誕生日は重大なイベントとして位置づけられており、盛大に祝われているのである。 

 

2――子どもの 1回の誕生日パーティーにかかる費用はいくらなのか 

  

北米の育児情報サイトである BabyCenterが 5,000人以上の保護者を対象とした調査1によると、1

歳の赤ちゃんの誕生日パーティーにかける金額は、50 ドル以下から 500 ドル以上まであり、その内

61％が 200ドル以下、25％が 200ドルから 500ドル、11％が 500ドル以上の予算を使っていたとい

う。元々主に北米においては 16 歳のスウィート・シックスティーンをはじめ、18 歳、21 歳、50 歳

の誕生日にはマイルストーンイベント2が開催されているが、1歳の誕生日もそれらのイベント同様に

重要な位置づけとなりつつある。例えば 2020 年の夏にはニューヨークのパーティー企画会社

Clafoutis によってワシントン DC の歴史的建造物であるアンダーソン・ハウスで 1 歳を祝うパーテ

ィープランが企画され、生花で花冠を作るブース、パントマイム、クレープステーション、敷地内の

池で子どもたちが遊べる電動ミニボート、バルーンアーティストなど総額が 10万ドル（1,000万円以

上）を超えたという例もある3。これは特殊な例ではあるが、同社の一般家庭向けの誕生日パーティー

パックは＄6,000（日本円で約 60万円）が最低価格であり、一般家庭においても高い費用を払ってで

も豪華なパーティーを企画したいと思う保護者のニーズがあることを垣間見ることができる。 
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 他の調査も観てみよう。英国のソーシャルマネーアプリ Pingit が、1 歳から 18 歳までの子どもを

持つ親 2,000 人を対象に行った「誕生日パーティー費用の調査」によると、1 歳の誕生日パーティー

に平均して 207 ポンド（約 32,000 円）、5 歳と 10 歳のパーティーでは 160 ポンド前後（約 25,000

円）、スイート・シックスティーンでは 198ポンド（約 30,000円）の費用をかけていたという。同調

査によると、子どもの誕生日のための新しい洋服、装飾、パーソナライズされたケーキなどの準備の

ために、両親は通常、平均 3カ月間貯金をしていることもわかっている4。 

 また英国の節約情報サイトの vouchercloudが、18歳以上の英国人 2,104人のうち、4歳から 10歳

までの子どもがいると答えた人を対象とした、「子どもにかけるお金の額について」の調査56によれば、

3 分の 2 以上の親が、毎年子どもの誕生日パーティーを開いていることが明らかになっており、平均

的な誕生日パーティーの費用は 320.50ポンド（約 50,000円）で、さらに誕生日プレゼントに 175.80

ポンド（約 27,000円）が費やされていることがわかっている。単純計算でもパーティーの費用と誕生

日プレゼントの総額は 496.30ポンド（約 77,000円）にもなる。なお調査対象の 88％がパーティーを

開く動機として、「子どもがパーティーが好きだから」、44％が「子どもがパーティーをしたいと言っ

てきたから」、38％が「子どもがより多くのプレゼントをもらえるから」と回答している。 

北米の投資運用会社 T. Rowe Price が 8歳から 14歳の子どもを持つ親 1,086人に行った「Parents, 

Kids&Money Survey（2016）」78では「子どもの誕生日パーティーで、過去 12カ月に親がいくら使っ

たか」聞いたところ、対象者の 33％が 100 ドル以下、26％が 100～199 ドル、18％が 200～299 ド

ル、23％が 300 ドル以上支払っていたことがわかっている。更に、「子どもの誕生日プレゼントに過

去 12カ月間にどれくらい使ったか」という項目においては 31％が 100ドル以下、28％が 100～199

ドル、17％が 200～299ドル、24％が 300ドル以上となっている。 

 では、子どもたちが大人になるまでにかかる誕生日パーティーの費用はどのくらいになるのだろう

か。英国スーパーマーケットチェーンの ASADが行った調査9によると、平均的な英国の親は 21歳ま

での子どもの誕生日パーティーに 28,000 ドル（約 320 万円）もの大金を費やしているという。養育

費や学費以外にこれだけの金額が使われていると考えると、北米や英国の親は大変だなと、感じてし

まうのは筆者だけだろうか。 

 

3――日本の誕生日会は？ 

 

では、日本の家庭では子どもの誕生日会にいくら費やすのだろうか。米国や英国と比べて調査自体

が少ないためあくまで参考値ではあるが、育児情報サイト「あんふぁん」10が読者 150 人を対象とし

た「誕生日会の規模」の調査11をみると、全体の 82％が家族だけで祝うと回答しており、友達を招待

する家庭は 18％であった。そのため、開催するパーティー自体も北米や英国と異なり、ピエロや過度

な装飾も必要もないことから、“0～3,000円”が 25％、“3,001～5,000円”が 42％、“5,001～10,000

円”が 27％、10,001～15,000円“が 6％と、5,000円代が最も多い。また、株式会社ベネッセコーポ

レーションが 1,323 人を対象にした「家族のお祝いとは別に「誕生会」をしますか？」という調査12

では、全体の 92％が友達と誕生日会を開催しないと回答している。 
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図１ 家族のお祝いとは別に「誕生会」をしますか？ （N：1,323, 単位％） 

 

出所：株式会社ベネッセコーポレーション「92％が「誕生日会」を友達とはやらない、と回答」を基に筆者作成 

 

この背景には、「共働きの家庭が増えた」、「放課後は習い事や塾などで友達同士が集まりづらくなっ

た」など、家庭（生活）環境が要因にあると考えられるが、そもそも私たちの生活を振り返った時、

あなたは年間何回のホームパーティーを開催しているだろうか？私自身は全く開くことはないし、呼

ばれることもない。読者の皆さんもそうではないだろうか。そうです。我々日本人はホームパーティ

ー慣れしていないのだ。例えば北米ではクリスマス、感謝祭、復活祭などのイベントはもちろん、幼

少期から Slumber party（パジャマパーティ）や、教会や地域コミュニティでの Potluck party（持ち

寄り型パーティー）、両親が不在の時の羽目を外しすぎるホームパーティーなど、パーティーを開くと

いう文化の中で子どもたちは育っていく。また、その親も日々の生活の中でパーティーをしながら育

ってきたのである。家庭環境の違いはもちろんあるが、パーティー慣れをしているか、いないかとい

う文化の違いが大きな要因なのである。 

 

4――なぜ子どもは豪華な誕生日パーティーを開きたいのか 

 

もちろん、保護者の子どもの誕生日を祝いたいという気持ちが大前提にあるが、それ以外の要因も

あると筆者は考える。まず、子どもにとっては「プレゼントをたくさんもらえる」、「豪勢な方が楽し

い」といった直接的な効用が動機にあるのは確かであるが、誕生日パーティーの質が自身のスクール

カーストの階層に直結するため、人より豪華に、人より楽しいパーティーを開きたいと考える子ども

も多いのではないかと、筆者は考える。残念ながら日本にもイケてるグループとイケていないグルー
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プといった形でスクールカーストと呼ばれる学校内やクラス内における人気の序列が存在している。

しかし、特に北米におけるスクールカースト（英語では School clique）はより顕著なもので、カース

トが上位であるほど学校生活は充実したものとなり、カーストが下の者ほどイジメの対象となってし

まう。Jock(ジョック)と呼ばれるアメフトやバスケットボールのスター選手が学校の中心で、Queen 

bee(クイーン ビー)と呼ばれるチアリーダーやお洒落な女の子がその周りにいて、Nerd（ナード）や

Target（ターゲット）と呼ばれる人気のない学生が彼らにいじめられるという、学校内の人間関係模

様を洋画やドラマで見たことのある読者もいるのではないだろうか。子どもたちにとっては、如何に

人気者と仲良くするか、如何に自分をイケてるやつだと他の生徒たちにアピールできるかが重要であ

り、誕生日パーティーはこれをアピールできる絶好の機会なのである。従って、人気者ほど呼ばれる

誕生日会の数は多く、誕生日会のクオリティを比較することができるため、子どもたちは人気者にア

ピールできるように他の子どもよりもいっそう豪華に、楽しいパーティーを開催することを親にねだ

る。また、親世代にとっても自身も同様の経験をしてきたことであり、子どもの気持ちがわかること

から、極力叶えてあげたいと思うわけである。 

 

5――なぜ親は豪華な誕生日パーティーを開きたいのか 

 

一方で親起点でも豪華な誕生日パーティーが増えているようである。前述した Pingitの調査によれ

ば、調査対象の多くがソーシャルメディア（30％）、家族（25％）、有名人（18％）といった他人から

の影響を受けていることを認めている。また全体の約 20％は、ソーシャルメディアのインフルエンサ

ーや有名人が主催するパーティーを真似しようとしたことを認め、10％は他の親よりも優れたパーテ

ィーにしようとしたことがあると答えている。子どもたちのパーティーを開くこと自体が SNS に投

稿する目的になっており、子どものためのパーティーというよりも、ママ友や親戚にどれほど素晴ら

しいパーティーを開くことができたかをアピールするための、親自身の承認欲求充足の場となってい

るのである。特に昨今の北米においては「SNSにアップされていなければ、何も起こっていないのと

同様」という消費文化が日本よりも強く定着してきており、誕生日というイベントは様々な産業を巻

き込む一大マーケットとなっているのである。従来のように友達と家でケーキやピザを食べたり、ピ

ザショップやゲームセンターを貸し切ったりといったシンプルな誕生日パーティーは、Amazonのお

かげでより豪華な装飾品が揃い、Instagramのおかげで競い合う場の対象となり、更にパーティープ

ランナーのおかげで家庭“的”から手が離れ、セレブ達が開くようなGALA（セレブリティが集結す

るパーティー）のように煌びやかに、遂には子ども
．．．

を祝うという本質から離れた空虚なモノ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

へと変化

しているのである。そのため、前述したアンダーソン・ハウスで開かれた 1歳児の誕生日パーティー

のように、子ども自身にとっては価値が全く分からず、将来的にも全く覚えていないと思われる誕生

日パーティーが競い合うように開かれているわけである。（親自身にとっても子どもの誕生日は、親に

なってから〇年という記念日であるため、自身を労う意味で開かれているならばそれを否定する気は

ない。） 

米国労働統計局によると、ミーティング、コンベンション、イベントプランナーの雇用は、2020年

から 2030 年にかけて 18%成長すると予測されており13、ますますパーティープランナーの需要は高
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まっていくと思われる。一方で、このような豪華な誕生日パーティーが「普通」へと変化していく中

で、誕生日パーティーを開くことにストレスやプレッシャーを感じている消費者がいることも確かで

ある。前述した vouchercloudの調査においても「毎年子どもの誕生日パーティーをしていない」と回

答した 35％の調査対象全員にその理由を尋ねたところ、47％が「毎年パーティーを準備するのは大変

だから」、41％が「お金をかける余裕がないから」と、多くの者が誕生日パーティーを開くこと自体に

大きな負荷がかかっていると回答している。もちろん、全ての家庭が何十万円もかけて誕生日パーテ

ィーを開いているわけではないが、一部には異常すぎるほど豪華な誕生日パーティーが開かれている

という事実もあり、もし自身の子どものコミュニティの中にそのような家庭で育った子どもがいると

したら、間違いなく子どもたちの「憧れの誕生日パーティー」の基準は引き上げられてしまうだろう。

同調査によると、回答者全体の 71％が、「来年はいつもより費用を抑えよう」と考えてはいるものの、

その内 81％は、「自分の子どもに友達と比べて最高のパーティーをさせたい」と考えているため、家

庭のお財布事情とは裏腹に、この「誕生日パーティー文化」はより拡大していくだろう。 
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